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トリチウムを扱う燃料循環システム

ー気体状トリチウム燃料の取扱い技術
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第 8回

Iロ トリチ ウム燃料処理技術

1.核融合炉ではなぜ トリチウムを
処理する必要がありますか

本特集の「第 1回 核融合炉の概要」で,すでに説
明がありましたように,核融合炉では重水素のみあ
るいは重水素とトリチウムの混合ガスをプラズマ状

態で燃焼させエネルギーを得ます。燃焼させるには

プラズマ温度を数億度まで加熱する必要があります

が,重水素とトリチウムの混合物の方がより低温で

核融合反応します。したがって,最初に実現される

自給型核融合炉は D―T核融合炉と考えられていま
す。将来 D―D核融合炉が実現された場合でも,炉
内では D―D反応 (D(α ,η )3He,D(α ,P)3T)で トリチ
ウムも生成されますので,放射性同位体 トリチウム

を取り扱い,処理する必要があります。D-3He核融
合炉でもこの主反応に比べて少量ですが,D―D反
応も同時に起こりますので,依然としてトリチウム

を処理する必要があります。

核融合炉でトリチウムを処理するのは,主に次の
2つの理由からです。 1つ は,磁場閉じ込め,ある
いは慣性閉じ込めのいずれの場合にも,核融合反応
で消費される燃料が注入量に対して高々数%程度で

すので,未反応の燃料を処理して効率よく利用する

必要があるためです。そのため,含まれている不純
物原子を取 り除き,精製し,未燃焼の燃料を抽出し,

プラズマに再び供給します。もう 1つの理由は,天
然にごく微量しか存在しない放射性物質の トリチウ

ムを使用するため,核融合反応で生じる中性子とリ
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よくわかる核融合炉の しくみ

チウムの核反応を利用して自己生産し回収する必要

があるためです。核融合炉で DTガスを燃焼する間
に,一部のトリチウムガスが配管壁や装置接合部を
通して漏れないようにするとともに, トリチウムが

不純物と一緒にJF出 されないように回収する必要が

あります。

第 1図で トリチウム比放射能と管理濃度値を比較

しています。核融合炉 トリチウムエ学で現れる濃度

は,こ の図からわかるように1020桁 にも及びます。

それぞれの領域で関与する物理,化学現象や測定装
置も異なります。本稿では,特に核融合炉燃料のト
リチウムを取 り扱いますので,図の上方の濃度領域
に相当しますが,環境 トリチウム濃度は比較的下方
の領域であって, トリチウム処理,計測と管理につ
いて他の工学にはない非常に高い技術が必要になる

ことがわかります。 トリチウムの安全性に関しまし
ては,ま とめて他の節で説明がありますので,本節
では処理技術に着目して説明します。

第 2図に示すように,核融合炉燃料としてトリチ
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